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１．研究計画の概要 

(１)上代形容詞、中古形容詞、中古形容動詞
の辞書を作成する。 

 

(２)中世語（形容詞・形容動詞）のデータベ
ース作成と、データの分析を行う。 

 

(３)中世語辞書を作成する。 

 

(４) 辞書の有効性の検証ならびに形容詞・形
容動詞の実証的・理論的研究を行う。 

 

(５) 研究データ公開準備ならびに形容詞語
彙・形容動詞語彙の「語構成史」構築を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

(１)上代形容詞、中古形容詞、中古形容動詞
の辞書については、既存のデータベースの語
構造分析情報元にして、形容詞・形容動詞毎
に語構成要素を抽出し、語構成要素辞書（第
一期）を作成し、その後、形容詞と形容動詞
の単位基準認定にずれが生じないようにす
るために、単語分割の統一性に留意しつつ、
形容詞と形容動詞との総合編集基準を検討
し、上代形容詞・中古形容詞、中古形容動詞
それぞれの第一期辞書を完成させた。 

 

(２)中世語（形容詞・形容動詞）のデータベ
ース作成と、データの分析については、保元
物語・平治物語・平家物語・今昔物語集から
形容詞を採取する作業を行い、抽出した各見
出し語の認定についての検討および用例数

の再点検を行うとともに、新たに採取された
形容詞については造語形式や結合タイプ・副
次結合の度合い等の語構成論的分析を行い、
既存のデータベースへの増補を行った。そし
て、これに基づき、「軍記物語の形容詞対照
語彙表」、「今昔物語集の形容詞対照語彙表」
を作成し公表を行った。 

 

(３)中世語辞書の作成については、(２)で作成
したデータベースを基に第二期のものとし
て中世語辞書（語構成要素、形容詞・形容動
詞語彙）を作成した。 

 

(４) 辞書の有効性の検証については、説話、
歴史物語、擬古物語の作品を中心に、これま
でに作成した辞書を基に日本古典文学大系
データベース（実験版）から形容詞・形容動
詞を抽出し、索引と照合し有効性の検証を行
っているところである。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進んでいる。 

（理由） 

分析対象とした作品の語彙の抽出に予定
以上の作業量が発生することもあったが、コ
ンピュータシステムの構築など部分的に先
行している部分もあり、トータルでは、おお
むね順調に進んでいると判断した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
当初の計画は、中世語として鎌倉時代まで

の主に文学作品を研究の対象としてデータ
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ベースの作成、データの分析を行い、それま
でに採取した上代語や中古語のデータの分
析結果と比較・対照することで、形容詞・形
容動詞語彙の史的変遷、すなわち「語構成史」
を構築するというものであった。 
 しかし、通時的な「語構成史」を構築する
という意味においては、近代語化への過渡期
の様相を視野に入れることが極めて重要で
あり、それには、中世後期（室町時代）まで
時代を広げるとともに、対象資料を口語の様
相をとどめる「抄物」、「キリシタン資料」、「狂
言」まで広げる必要がある。 
 また、従来のように文学作品を研究の対象
とする方法では調査対象を網羅するだけで
はなく、「辞書」に見られる抽象語について
も見据えておく必要がある。 
 以上の理由から、当初予定していた 22 年
度の「語構成史」の構築という最終目的をそ
のまま維持しながら、その前段階として「中
世後期語の分析」をつけ加えた形で再構築し、
研究を進めていく予定である。 
なお、同計画は、研究計画最終年度前年度

に再構築した形で応募を行い、採択されてい
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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